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+ 連帯ユニオン 

関西ゼネラル支部 

宣 伝 部 

第７３号 

２０２４．９． 

明るく･楽しく･元気に活動し､産業別労働運動を確立しよう！ 

『家族クラブあさがお』とは何か 

家族クラブあさがおの第42回定期総会が9

月8日午前10時からユニオン会館で開催され

ました。家族クラブあさがおは、1984年に生コ

ン支部での激しい権力弾圧と組織分裂の中で誕

生した「婦人クラブ」が前身で、2013年に現在

の名称に変更されています。組合員の家族が労

働組合活動を理解し組合員を励ます存在でいて

くれることを目的として活動し、組合と家族同

士の交流や学習会を通じてその役割を果たして

います。過去には、あさかお主催で、学習会、

親睦会、イチゴ狩りや服部緑地でのバーベキュ

ーなどのレクリエーションが行われ、生コン支

部組合員の家族があさがおのメンバーとなり、

各支部や家族との交流の橋渡しになる活動を続

けています。 

総会の内容と今後の方針 

今回の総会では、来賓として地本の委員長、

トラック支部の委員長、ゼネラル支部の委員

長、生コン支部の委員長がそれぞれ挨拶し、家

族クラブあさがおの存在と活動は意義があるこ

と、今後の活動も推進していってほしい旨が語

られました。あさがおの2025年活動方針とし

ては、あさがおの会員拡大を呼びかけることや

ブロックの親睦会を企画しコミュニケーション

を図ること、あさがお通信の定期発行に努める

こと、今後も交流会や学習会を開催していくこ

となどが決まりました。前会長が引き続き会長

を務め、副会長には、4人就任し、会計１人、

会計監査１人が就任されました。総会の最後に

は、10月27日にあさがおのレクリエーション

を行う予定であることのお知らせがありまし

た。各支部参加自由でもちろん各支部組合員の

家族参加もできますとのことですので、ゼネラ

ル支部でも参加希望の方は申し込みしてくださ

い。 

今後も家族クラブあさがおは、交流会や学習

会を通じて組合員の家族や、他支部との関係性

を深めていってくれる重要な存在であると思い

ます。その活動を助けるため、今回の総会でゼ

ネラル支部からも執行委員の１人が幹事とな

り、家族クラブあさがおとゼネラル支部との情

報共有を担うことになりました。ゼネラル支部

においても、幹事をパイプ役として家族クラブ

あさがおの活動に協働することで、家族と他支

部との垣根をなくした関係性を築けるようにし

ていきたいと考えています。(執行委員Ⅾ) 

はばたき 
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●弁護側最終弁論に多数の支援 

 9月12日、京都地裁において、関生弾圧京

都三事件について、弁護側の最終弁論が行わ

れました。 

 当日は多数の支援者が詰めかけ、京都地裁

の前で、無罪判決を求める要請行動を行いま

した。 

 

●京都三事件とは？ 

 京都三事件とは、2014年の生コン輸送会社

ベストライナー倒産・７名の組合員の解雇に

伴う解決金を京都生コン協同組合に支払わせ

た、2016年の近畿生コン倒産に伴う解決金を

京都生コン協組に支払わせた、2017年村田建

材 （加茂生コン）の廃業・1名の解雇に伴い、

就労証明書の発行、1 台のミキサー車を譲渡

するよう要求した等とされる3件です。以下、

弁護団の最終弁論で明らかにされたことをか

いつまんで説明します。 

 

≪ベストライナー事件≫ 

 京都の生コン業者数社でつくる京都協組が、

労働組合排除を目的として、ベストライナー

社という生コン輸送会社を設立し、労働者を

劣悪な条件で働かせていました。 

そこに、関生支部の分会ができたところ、

組合員に対して退職強要や仕事を与えない等

の不当労働行為が繰り返されました。さらに、

京都協組は暴力団を雇って、ベストライナー

社を解散し全員解雇しようと圧力を強めてき

ました。 

しかし、関生支部が会社解散に反対し、組

合員の雇用保障を求めてストライキで対抗す

るなどしたため、京都協組は行き詰まってし

まいました。 

当時、生コン価格は過当競争のために大幅

に下落し、京都協組加盟の生コン業者も苦境

に陥っていました。 

こうした中、京都協組内には連帯ユニオン

と協力して生コン価格の値戻しをしようと考

関生弾圧京都三事件 最終弁論行われる 
無罪判決を！ 

京都地裁前の要請行動 

京都地裁前の要請行動 
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える理事らと、労働組合を嫌悪する理事らが

いましたが、労使紛争が長期化する中で、前

者が主導権を握りました。 

その結果、京都協組の方から、ベストライ

ナー社の解散・全員解雇と引き換えに解決金

1億5千万円を支払うと提案してきたのです。

紆余曲折はあったものの、大筋これで合意が

成立しました。 

 つまり、京都協組は、関生支部から脅され

て解決金を支払わされたわけではなく、生コ

ン値戻しのために労使協調に転じ、労使紛争

の円満解決のために解決金を支払ったわけで

す。実際、この後、京都協組は関生支部と協

力しつつ、生コン価格の値戻しを実現してい

きます。 

警察―検察はこれを無理やり恐喝事件にで

っち上げました。実は、警察は、当初労使協

調路線を取った理事についても、「被疑者」（恐

喝の共犯者）として取り調べの対象にしてい

ました。警察に逮捕をチラつかされた理事は、

警察に「被害届」を出すことを余儀なくされ

ました。その途端、その理事は、「被疑者」か

ら「被害者」へと変わったのです。つまり、

警察は理事に協力しなければ逮捕すると脅迫

し、「被害届」を提出させ、事件のストーリー

をでっち上げて行ったのです。 

 

≪近畿生コン事件≫ 

 ベストライナー社を巡る紛争が解決したこ

とから、京都協組と関生支部は関係を改善し、

協力して生コン価格の引き上げに取り組み、

大きな成果を上げていきました。 

そうした中、京都協組を構成する一社であ

る近畿生コンという会社が破産の申立てを行

い、同社の敷地・建物が競売にかけられるこ

とになりました。同社は、関生支部を敵視し、

ベストライナー社を巡る不当労働行為を主導

してきた会社であり、京都協組と関生支部の

関係改善に反発したものと思われます。 

京都協組は、同社のプラントを京都協組に

加盟していない生コン会社が落札して生コン

の安値販売等を始めた場合、生コン価格の値

崩れが起こる可能性があったため、関生支部

に対し、「新規参入業者の競落を防ぐために工

場を占拠してほしい。占拠中の経費と組合員

の雇用については京都協組が責任を持つ」と

協力を要請しました。 

関生支部としても産別労働組合として生コ

ン価格の値崩れを阻止する必要がありました。

生コン価格の値崩れが起こると、生コン業者

の利益を圧迫し、労働者の労働条件の改善も

停滞するからです。 

また、関生支部は、近畿生コンと優先雇用

協定を締結していました。関生支部は、労働

者供給事業として、組合員である日々雇用の

労働者を労使関係のある会社に紹介して就労

を確保しているのですが、近畿生コンが日々

雇用労働者を雇い入れる際には、関生支部の

紹介する日々雇用労働者を優先的に雇用する

という協定を結んでいたのです。ですので、

雇用確保のためにも、近畿生コンの破産申し

立てに対応する必要がありました。 

こうした事情から、関生支部は、京都協組

の要請に応じ、近畿生コンの工場を数カ月に

わたって占拠しました。 

一連の経過の中で、近畿生コンの敷地建物

は別業種の会社が落札し、その結果、生コン

価格の値崩れは阻止することができました。

そして、京都協組は空前の利益を上げていっ

たのです。 

京都協組は、当初の約束に従い、工場占拠

に要した人件費その他の費用として、関生支

部に対して6千万円を支払いました。 

警察―検察はこれを無理やり恐喝事件にで

っち上げました。警察のやり方は、先に紹介

したベストライナー事件の時と同じです。京

都協組の理事を脅迫し、ストーリーをでっち

上げていったわけです。 
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≪村田建材（加茂生コン）事件≫ 

 加茂生コンという会社で、関生支部の分会

が結成されました。関生支部は、日々雇用で

あった分会員の正社員化等を要求して団体交

渉を申入れましたが、同社は団体交渉に応じ

ることすらしませんでした。そればかりか、

突然会社を解散・廃業すると言い出し、それ

を理由に分会員の子どもの保育園入園のため

に必要な就労証明書の交付を拒否しました。 

就労証明書がなければ、組合員は子供を保

育園にあずけることができなくなり、働くこ

とも困難になってしまいます。そこで、関生

支部は同社に対して、就労証明書の交付を繰

り返し求めました。これが強要未遂として立

件されたのです。 

また、関生支部は、突然の会社の解散が、

組合員を解雇するための偽装であることも疑

われたことから、監視行動を実施しました。

実際、生コン業界では、労働組合つぶしのた

めに、偽装解散によって全員解雇し、その後

業務を再開するということが行われたことが

あり、関生支部も経験していました。そのた

め、会社解散が真実であるかどうか見極める

必要があったのです。 

関生支部は、監視行動と並行しつつ、組合

員の退職金に代替するものとして、ミキサー

車1台の無償譲渡を要求しました。中古のミ

キサー車の価格は数百万円程度です。数十年

も同社で働いてきた人であり、決して過大な

要求とは言えません。ミキサー車を持ち込め

れば、今後の就労先を見つけるのにも有利で

す。警察－検察は、これを恐喝として立件し

たのです。 

 

●論告求刑で懲役10年の求刑！ 

 これまで説明してきたことでお分かりのよ

うに、関生支部は、労働組合、とりわけ産別

労働組合として、正当な活動を行ってきまし

た。会社が労働組合つぶしのために会社か解

散を含む不当労働行為を繰り返し、関生支部

はそれにストライキ等で対抗し、結果として

組合員の雇用保障や解決金等で解決してきた

というのが事実です。暴力等は一切なく、数

年も前に円満解決に至っていました。 

ところが、先述のように、警察－検察が、

数年も経ってから、これを事件に仕立て上げ

ていきました。そして、関生支部の前委員長

と現委員長に対し、懲役10年の求刑を行った

のです。 

 

●無罪判決を勝ち取ろう！ 

 先日の最終弁論で、弁護団は数百ページに

わたる書面を提出し、7 時間にわたって弁論

を行いました。 

 弁論は、憲法28条の説明から、関生支部の

産業別労働組合としての活動と実績の説明、

そして事件化された各事案の詳細な説明など、

網羅的でスキのない弁論が行われました。 

 私も傍聴しましたが、これで無罪にならな

い訳はないという説得力のある弁論でした。

弁護団の皆さんには感謝の言葉もありません。 

 しかし、判断するのは裁判官です。司法の

独立が形骸化し、検察の顔色をうかがう裁判

官が多数を占めている中、予断は許されませ

ん。 

 現在、「関西生コンを支援する会」が「無罪

判決を求める署名」を集めています。団体署

名ですので、関西ゼネラル支部の全分会も、

御協力ください。 

京都三事件の判決は来年2月26日（水）午

前10時からです。詳細は未定ですが、午前8

時30分頃から、京都地裁前で無罪判決を求め

る要請行動を行うことになると思うので、是

非結集してください。 

  （副執行委員長） 
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昌一金属闘争とは何か 

港合同昌一金属支部の那須電機鉄工本社に

対する再度の抗議行動デモが9月7日に開催

されました。那須電機鉄工への争議は、次の

ような経過で生じています。組合員が勤務し

ていた昌一金属株式会社は経営難に陥り、民

事再生手続きを開始、那須電機鉄工株式会社

がスポンサーとして名乗りを上げ、裁判所の

選定を受けました。同社は昌一金属の福崎工

場の土地・建物と事業のみを買収し、工場で

働く労働者は子会社の「那須電機商事」に引

き継ぎました。しかし、この引き継ぎの過程

で那須電機鉄工は労働組合を敵視し組合役員

に対して大幅な賃金減額を提示。それでも雇

用継続を希望すると、組合役員は面談リスト

から排除され選別解雇されました。これは、

国鉄分割・民営化で行われた手法と同じであ

り、憲法・労働組合法に違反する不当労働行

為そのものでした。 

東京では各地の仲間が結集！ 

昌一金属支部のそれらに対するこの間の抗

議行動は、那須電機鉄工に影響を及ぼし、同

社への５月１日付事業譲渡は延期されました。

それでも同社は、支部執行部の選別解雇・組

合つぶしの不当労働行為を謝罪も撤回もせず

開き直ったままです。９月７日の東京中野区

で行った集会デモには深夜１時半から大阪か

らマイクロバスを走らせ昌一金属支部の委員

長をはじめ生コン支部や関西ゼネラル支部の

組合員が駆け付けました。そのほか関西の全

港湾大阪支部の組合員や、関西労組交流セン

ター、神奈川労組交流センター、改憲・戦争

阻止！大行進、婦人民主クラブ全国協議会、

全学連などの団体も関西・関東から集まりま

した。 

デモ出発地点の中野区野方第一公園集会で

は、関生支部の副委員長の司会で闘争アピー

ルがありました。昌一金属支部の委員長は、

「民事再生法を使えば組合をつぶして労働者

を解雇できるという前例をつくらせるわけに

はいかない。鈴木社長が私たちに謝罪し、解

雇を撤回するまで。5年、10 年、何年かかっ

ても勝利するまで闘いぬく」と発言し、闘志

を燃やしました。続いて、全港湾大阪支部、

連帯の関生支部、動労千葉、ＪＡＭ日本機械

工業労組などからもアピールがありました。

各々で行われている争議闘争を報告し、同じ

く昌一金属闘争に対しても共に勝利するまで

闘うと共闘する決意が示されました。闘争ア

ピールの後、デモ行進がスタートしました。

公園を出発し、「那須電機鉄工社の労働組合潰
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しを許さない！」、「誠実な団体交渉を行え！」

などシュプレヒコールをしながら、東京・中

野区野方周辺の市民らにアピールしました。

解散地点の東山公園では、昌一金属支部の委

員長が本日の集会デモのまとめを行い、「団結

ガンバロー！」を皆で唱和し、本日の行動を

締めくくりました。 

これからも続く闘争 

私たち関西ゼネラル支部の組合員は、集会

デモが終わり次第すぐバスに乗車、来たとき

と同じ９時間程度かけて大阪西区のユニオン

会館まで戻ってきました。長い時間かけて応

援に駆け付ける行動になりましたが、そのか

いがあった東京中野での街宣行動であったと

思います。その後、那須電機鉄工は事業譲渡

からの撤退を表明したそうですが、闘いは終

わっていません。今後も関西ゼネラル支部は

連帯して共闘していきたいと思います。   

（組合役員） 

 ９月１６日から１７日の２日間にわたって

連帯ユニオン中央本部の定期大会が開催され

ました。これは連帯ユニオンに加盟する全国

の支部が参加して今後の方針を決定するもの

ですが、同時に近畿地方以外の支部の構成員

との交流をおこなうための貴重な機会でもあ

ります。 

全国的な支部との関係強化 

今年度のゼネラル支部は各支部との連携を

強めると方針に決め、これに基づいた活動を

進めてきました。現在、最も進んでいるのは

関西生コン支部との連携強化であり、現在で

は半数以上の当支部分会において役員の共同

担当が実現しています。一方で近畿トラック

支部ともエクセディ分会等での共闘が実現し

ています。しかし、他支部との共闘という方

針は、当然ながら近畿地区に限定されたもの

ではありません。全国の支部との連携強化と

共闘が着々と進んでいます。最近ではＢクリ

ニック分会の争議において、東京に構えられ

た本社に対する抗議活動を関東支部が展開し

ました。大会の当日には、その現場での抗議

活動を自ら展開されていたＡ氏も出席されて

おり、当時の状況についてもお話をお伺いす

ることができました。使用者側もまさか東京

まで争議を展開するとは想定しておらず、そ

の行動の後すぐの今年８月には見事に勝利的

和解を勝ち取ることができたのには、関東支

部の尽力によるものが大きいことは言うまで

もありません。今回の大会での報告の際に関

西ゼネラル支部は、その件について関東支部

に感謝の辞を述べるとともに、今後ともます

ます協力関係を強めていきたいとの意向をお

伝えしました。それからＡ氏とは今後も計画

されている他分会の関東での争議についても

話し、新たに青年女性部を通じた支部間の交

流も盛んなものにしていきたいとの意向も私

から示しました。より一層の関係強化を期待

したいです。関西圏のみならず全国的な労働

運動が展開できる組合に発展すべく、今後と

も各地の仲間との連帯をより一層深めていき

ます！ （書記長） 
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